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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月23日(2014.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　特許文献１に開示のコルゲートチューブでは、スリットを挟む両端部の一方側にロック
突起が形成されている。そして、スリットを閉じると、前記ロック突起と前記両端部の他
方側の閉壁とが係合して、スリットが閉鎖状態にロックされる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　このコルゲートチューブ２０は、コルゲートチューブ本体部２１と、複数の第１延出片
３０と、複数の第２延出片４０とを備えており、全体としてスリットＳを有する筒状に形
成されている。このコルゲートチューブ２０は、例えば、溶融した樹脂を筒状に押出し、
これをバキューム成形或はブロー成形等によって所定の金型に押付けることによって形成
される。このため、コルゲートチューブ２０は、後述する環状凸部２２及び環状凹部２４
を含むコルゲートチューブ本体部２１、複数の第１延出片３０及び複数の第２延出片４０
を形成する各部分において同一厚みに形成されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　また、複数の第１延出片３０と複数の第２延出片４０のうち上記フラット片３０Ａに形
成されたもの以外の少なくとも一つ、即ち、ここでは、第２延出片４０の全ては、ロック
突部４２Ｂを有するロック片４０Ｂに形成されている（本実施形態では、第２延出片４０
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とロック片４０Ｂとは同一箇所を示すことになる）。また、上記スリットＳを挟む両側縁
部のうち上記各ロック片４０Ｂに対向する部分は、当該ロック片４０Ｂを係止可能な被係
止部４６Ｂに形成されている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１７】
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